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[ 目的 ]  

ＭＧＮ－３の免疫賦活作用を検討するため、マクロファージ系細胞からのメディエータ

ー類の産生誘導活性を取り上げた。メディエーターとしては、腫瘍壊死因子（ＴＮＦ－

α）、インターロイキン－６（ＩＬ－６）および一酸化窒素（ＮＯ）をとりあげた。  

[ 方法 ]  

各々のマクロファージ系細胞培養液中に、種々の濃度のＭＧＮ－３を添加することに

より細胞を刺激し、その後、培養液中に産生放出されるメディエーター類の活性を測

定した。  

検定内容 

①ＴＮＦ ：Ｌ９２９細胞に対する殺細胞活性 

②ＩＬ－６：Ｂ１３、２９細胞に対する細胞増殖活性 

③ＮＯ  ：Griess 試薬による比色定量反応 

尚、強力な免疫賦活作用を示す物質として細胞内毒系リポ多糖（ＬＰＳ）を対照物とし

て活性を比較した。  

[ 結果 ]  

１．マウスマクロファージ系細胞株ＲＡＷ２６４．７細胞を用いた場合  

結果を（Fig1）に示した。ＭＧＮ－３の場合、３種の活性いずれについても１０μｇ／ｍｌ

の濃度以上で有意な活性が認められた。溶解性の問題から１００μｇ／ｍｌを最高濃

度としたが、この濃度では、ＬＰＳ刺激により誘導されるメディエーター類の最高値に

匹敵する高い価がＭＧＮ－３刺激によっても誘導されることが判った。  



 

２．マウス腹腔マクロファージを用いた場合  

正常マウス（Ｃ３Ｈ／Ｈｅ株）から採取した腹腔マクロファージに対するＭＧＮ－３の刺

激効果を（Fig2）に示した。ＲＡＷ２６４．７細胞の場合と同様に、１０μｇ／ｍｌ以上の濃

度で有意な活性が認められ、１００μｇ／ｍｌではＬＰＳ刺激によるメディエーター類誘

導の最高値に近い誘導活性を示した。  



 

3．ヒトマクロファージ系細胞株Ｕ９３７細胞を用いた場合  

ヒト系細胞に対しても、ＭＧＮ－３は１０μｇ／ｍｌ以上の濃度で、ＴＮＦおよびＩＬ－６の

誘導活性を示し、１００μｇ／ｍｌではＬＰＳ刺激による最高値に匹敵する大量のサイト

カイン類を誘導する能力を示した（Fig3）。ＬＰＳを始め様々な刺激剤を用いても、ヒト

系マクロファージ細胞からのＮＯ産生を誘導することは困難であることが知られている

が、ＭＧＮ－３の場合もＮＯ産生誘導能を検出することは今のところできていない。  



 

[ 考察 ]  

これらの結果から、ＭＧＮ－３は直接マクロファージ系細胞に作用した場合、マウスマ

クロファージに対しても、ヒトマクロファージに対しても、正常な細胞であれば、１０μｇ

／ｍｌ以上の濃度でマクロファージ活性化作用を発揮できる物質であると判断できる。

経口投与による個体レベルでのマクロファージ活性化作用、あるいは免疫賦活作用

に関しては、今後の検討課題である。  


